
下
水
道
に
接
続
し
て

河
川
環
境
を
改
善
し
ま
し
ょ
う

現
在
、
都
城
市
に
は
６
つ
の
下
水
道

処
理
区
が
あ
り
、
処
理
面
積
は
２
、
１

７
９
・
２
㌶
、
処
理
人
口
は
６
万
９
、

６
５
５
人
と
な
っ
て
い
て
、
そ
の
う
ち

下
水
道
に
接
続
し
て
い
る
割
合
は
77
・

56
㌫
と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
回
、
新
し
く
下
水
道
の
供
用
が
開

始
さ
れ
た
区
域
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
の

で
、
該
当
地
区
に
住
ん
で
い
る
皆
さ
ん

は
、
下
水
道
へ
の
速
や
か
な
接
続
を
お

願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
す
で
に
下
水
道

供
用
区
域
に
住
ん
で
い
て
未
接
続
の
皆

さ
ん
も
、
早
め
に
接
続
し
て
く
だ
さ
い
。

平
成
24
年
３
月
31
日
ま
で
に

供
用
開
始
さ
れ
た
区
域

◦
都
城
処
理
区

一
万
城
町
、
広
原
町
、
立
野
町
、

早
水
町
の
各
一
部

◦
高
崎
処
理
区

高
崎
町
大
牟
田
の
一
部

平
成
24
年
度
供
用
開
始
予
定
区
域

◦
都
城
処
理
区

一
万
城
町
、
広
原
町
、
早
水
町
、

志
比
田
町
の
各
一
部

◦
高
崎
処
理
区

高
崎
町
大
牟
田
の
一
部

下
水
道
の
役
割

①
河
川
の
汚
れ
を
防
ぎ
ま
す

家
庭
の
ト
イ
レ
や
台
所
、
風
呂
場
、

洗
面
所
な
ど
の
生
活
排
水
や
工
場
排

水
を
、
終
末
処
理
場
で
き
れ
い
な
水

に
処
理
す
る
の
で
、
河
川
の
汚
れ
を

防
止
し
ま
す

②
ま
ち
の
環
境
を
良
く
し
ま
す

生
活
排
水
や
工
場
排
水
が
道
路
側
溝

に
流
さ
れ
な
く
な
る
の
で
、
悪
臭
が

な
く
な
り
、
ハ
エ
や
蚊
の
発
生
を
抑

え
ら
れ
生
活
環
境
が
改
善
さ
れ
ま
す

接
続
す
る
と
き
は
指
定
工
事
店
で

接
続
工
事
は
、
必
ず
市
が
指
定
し
た

工
事
店
に
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。
指
定

工
事
店
は
、
後
で
不
具
合
が
生
じ
な
い

よ
う
排
水
設
備
の
構
造
な
ど
、
細
か
な

点
ま
で
市
の
指
導
を
受
け
て
い
て
、
そ

の
後
の
融
資
申
請
を
含
む
全
て
の
手
続

き
を
行
い
ま
す
。

な
お
、
指
定
工
事
店
以
外
で
の
工
事

は
、
違
反
に
な
り
ま
す
の
で
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ

　

中
央
・
都
城
処
理
区
に
つ
い
て

　

下
水
道
課　

☎
23‒

５
９
２
１

　

各
総
合
支
所
管
内
の
処
理
区
に
つ
い
て

　

各
総
合
支
所
建
設
課

　未来へ残そう、
きれいな　　を　！    水

大淀川の水質は
平成22年の水質ランキングで九州の一級河川26河川中17位であり、
決して良い状況ではありません。
今回は、下水道の役割と雨水の利用方法などを紹介しますので、
限りある資源である水を未来へ残すためにできることは何かを
もう一度考えてみましょう。
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昨年５月、市民やＮＰＯ、企業、行政
などで構成する「都城河川水質改善プ
ロジェクト協議会」が設立されました。
この協議会では、家庭でできる河川

浄化への取り組みの推進や、接触材に
付着した微生物による生活排水の水質
改善対策などに、県内で初めて取り組
んでいます。
きれいな大淀川を取り戻すため、市民
の皆さんも河川浄化への対策にご協力
ください。

接触材を使った水質改善対策
自然の川では、瀬やふち、植生など

で自然の浄化作用が働きますが、コン
クリート３面張りの水路では浄化作用
が働きにくくなります。そこで、水路
の河床に合成繊維を加工したひも状の
接触材を設置し、付着した微生物の生
物膜で排水の汚れを分解させる新たな
浄化対策に取り組んでいます。
平成 23 年度は、河川の汚れが著し
い志比田排水路に３カ所、上長飯町の
小鷹雨水幹線に２カ所、計 5カ所に総
延長 50mの接触材を設置しました。

今後は、接触
材を設置した水
路などの水質調
査を行い、事業
の評価や改善を
行っていきます。

◎問い合わせ　
　都城市河川水質改善プロジェクト
　協議会 （環境政策課内）  ☎23‒2130

河川水質
改善プロジェクト

新たな河川浄化対策に挑戦！ 地
下
水
を
守
る
た
め
に

で
き
る
こ
と

市
で
は
、
私
た
ち
の
貴
重
な
財
産
で

あ
る
地
下
水
を
将
来
に
わ
た
り
守
っ
て

い
く
た
め
、
雨
水
貯
留
槽
や
雨
水
浸
透

升
な
ど
を
設
置
す
る
人
に
対
し
て
、
設

置
費
用
の
一
部
を
補
助
し
て
い
ま
す
。

雨
水
貯
留
施
設
へ
の
補
助

補
助
対
象
と
な
る
雨
水
貯
留
施
設
は
、

容
量
１
０
０
㍑
以
上
の
雨
水
を
貯
留
で

き
る
施
設
で
、
流
入
前
の
ご
み
取
り
装

置
や
オ
ー
バ
ー
フ
ロ
ー
配
管
、
水
栓
を

備
え
て
い
る
も
の
を
い
い
ま
す
。 

●�

補
助
対
象
者
・
地
域　

市
内
に
居
住

し
て
い
る
人
（
個
人
の
み
）、
市
内

全
域 

●�

補
助
金
額　

費
用
の
３
分
の
１
（
上

限
３
万
円
）
で
、
１
戸
に
つ
き
１
基

※�

補
助
を
受
け
た
い
人
は
、
設
置
工
事

の
前
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い 

井
戸
水
を
利
用
し
て
い
る
皆
さ
ん
へ 

市
で
は
井
戸
の
硝
酸
態
窒
素
濃
度
の

水
質
検
査
を
年
２
回
行
っ
て
い
ま
す
。 

基
準
値
を
超
え
る
井
戸
は
徐
々
に

減
っ
て
き
て
い
ま
す
が
、
現
在
で
も
基

準
値
を
超
え
て
い
る
井
戸
が
あ
り
ま
す
。 

希
望
す
る
人
は
森
林
保
全
課
へ
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。
な
お
、
検
査
を
継
続

で
き
る
人
に
限
り
ま
す
。 

※�
硝
酸
態
窒
素
は
、
煮
沸
し
て
も
取
り

除
く
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん

◎�

問
い
合
わ
せ　

森
林
保
全
課

　
　
　
　
　
　
　

☎
23‒

２
１
５
２

志比田排水路の接触材

雨水貯留施設の
設置例

下水道が使えるように
なったら
⃝下水道へ切り替えるとき
に、現在使用している単
独・合併浄化槽を雨水貯
留施設に転用できます
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計
画
の
概
要

創
設
か
ら
12
年
が
経
過
し
た
介
護
保

険
制
度
。
高
齢
者
を
支
え
る
制
度
と
し

て
定
着
し
て
い
ま
す
が
、
今
後
、
い
わ

ゆ
る
団
塊
の
世
代
が
65
歳
を
迎
え
る
な

ど
、
高
齢
化
は
な
お
一
層
進
展
し
て
い

き
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
情
勢
の
中
、
誰
も
が
安

心
し
て
暮
ら
し
な
が
ら
、
生
き
が
い
を

感
じ
、
生
き
生
き
と
し
た
生
活
が
送
れ

る
よ
う
に
す
る
た
め
に
、
よ
り
一
層
の

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
や
地
域
住
民
の

相
互
の
助
け
合
い
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

市
で
は
、
第
５
期
都
城
市
高
齢
者
福

祉
計
画
お
よ
び
介
護
保
険
事
業
計
画
を

策
定
し
、
次
の
４
つ
の
目
標
に
基
づ
い

て
高
齢
者
な
ど
を
支
え
て
い
き
ま
す
。

①
個
人
の
尊
厳
の
保
持

成
年
後
見
制
度
の
普
及
・
啓
発
や
高

齢
者
虐
待
防
止
に
向
け
た
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
づ
く
り
、
認
知
症
の
人
や
そ

の
家
族
を
支
え
る
地
域
支
援
の
体
制

づ
く
り
な
ど
、
高
齢
者
な
ど
の
人
権

を
守
る
体
制
づ
く
り
に
努
め
ま
す

②
介
護
予
防
の
推
進

全
て
の
高
齢
者
な
ど
が
生
涯
健
康
で

自
立
し
た
生
活
を
送
れ
る
よ
う
、
介

護
が
必
要
な
状
態
に
な
ら
な
い
た
め

の
介
護
予
防
施
策
を
推
進
し
ま
す

③
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
強
化

介
護
を
必
要
と
す
る
状
態
に
な
っ
て

も
、
高
齢
者
な
ど
が
で
き
る
限
り
住

み
慣
れ
た
地
域
で
生
活
で
き
る
よ
う
、

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
と
体
制
の
強

化
を
図
っ
て
い
き
ま
す

④
多
様
な
生
活
支
援

介
護
者
交
流
や
住
宅
改
造
な
ど
在
宅

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
に
努
め
ま
す

介
護
保
険
の
現
状

本
市
で
は
、
介
護
保
険
制
度
が
始

ま
っ
て
以
来
、
要
介
護
者
数
の
増
加
と

と
も
に
介
護
サ
ー
ビ
ス
に
要
す
る
費
用

の
総
額
も
増
加
傾
向
に
あ
り
、
第
５
期

で
は
、
全
期
よ
り
66
億
円
多
い
４
５
６

億
円
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。
現
在
は
、

要
介
護
認
定
者
の
う
ち
半
数
近
く
が
軽

度
の
要
介
護
認
定
者
（
要
支
援
１
・
２

お
よ
び
要
介
護
１
）
で
す
が
、
今
後
は

少
し
ず
つ
重
度
の
要
介
護
認
定
者
数

が
増
え
て
い
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま

す
。
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
総
額
が
増
え
る

と
、
保
険
料
負
担
が
増
え
る
だ
け
で
な

く
、
介
護
保
険
の
運
営
に
も
影
響
を
及

ぼ
し
ま
す
。
安
定
し
た
介
護
保
険
の
運

営
の
た
め
に
は
、
介
護
が
必
要
な
人
を

増
や
さ
ず
、
必
要
に
な
っ
て
も
重
度
化

さ
せ
な
い
こ
と
が
大
切
で
す
。

そ
の
た
め
、
今
回
の
計
画
で
は
、
こ

う
し
た
要
介
護
者
の
数
を
減
ら
す
対
策

を
推
進
し
て
い
く
た
め
に
、
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
に
新
た
な
担
当
者
を
配

置
し
、
訪
問
や
教
室
な
ど
の
介
護
予
防

活
動
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。
平
成
26
年
度
ま
で
に
要
支
援
・
要

介
護
認
定
者
数
を
推
計
よ
り
も
約
８
８

０
人
少
な
い
９
、
７
８
３
人
を
目
標
と

し
、
介
護
予
防
と
介
護
支
援
体
制
の
さ

ら
な
る
充
実
を
目
指
し
ま
す
。

み
ん
な
で
支
え
あ
い

笑
顔
広
が
る
安
心
都
市

第
５
期
都
城
市
高
齢
者
福
祉
計
画
お
よ
び
介
護
保
険
事
業
計
画
を
策
定

予防活動による要支援・要介護認定者数の目標値

都城市の介護保険給付費の推移

市
で
は
、
平
成
24
年
度
か
ら
26
年
度
を
計
画
期
間
と
す
る

第
５
期
都
城
市
高
齢
者
福
祉
計
画
お
よ
び

介
護
保
険
事
業
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。

今
回
は
そ
の
概
要
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ　

介
護
保
険
課　

☎
23

−
２
１
１
４

10,500
（人）

8,000

9,000

9,500

8,500

10,000

第1期
（12〜14年度）

第2期
（15〜17年度）

第3期
（18〜20年度）

第4期
（21〜23年度）

第5期
（24〜26年度）

約232億円

約305億円
約330億円

□ 公費
■ 40〜64歳の負担分（保険料）
■ 65歳以上の負担分（保険料）

（億円）

約390億円

約456億円

50％

33％

17％ 18％

32％

50％
50％

31％

19％ 20％

30％

50％
50％

29％

21％
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65
歳
以
上
の
人
の
介
護
保
険
料
は
、

３
年
ご
と
に
見
直
し
ま
す
。
介
護
保
険

料
は
、
今
後
３
年
間
の
介
護
保
険
の
総

費
用
か
ら
算
出
さ
れ
た
「
基
準
額
」
を

基
に
、
原
則
と
し
て
そ
の
人
の
世
帯
の

４
月
か
ら
、介
護
保
険
料
を
改
定
し
ま
し
た

所
得
に
応
じ
て
決
め
ら
れ
ま
す
。

介
護
保
険
を
支
え
る
大
切
な
財
源
で

あ
る
介
護
保
険
料
。
健
全
な
運
営
の
た

め
に
、
保
険
料
は
納
期
内
に
納
め
て
く

だ
さ
い
。

民生委員・児童委員とは

民生委員・児童委員は、社会奉仕の精神で、常に
市民の立場に立って相談に応じるとともに、必要な
援助を行い、社会福祉の増進に努めることとされて
います。
なお、児童福祉法の定めで、民生委員は、同時に
児童委員を担うため、両方の立場を示す「民生委員・
児童委員」として厚生労働大臣から委嘱されます。

主な活動内容は

民生委員・児童委員は、主に高齢者の日常的な支
援や介護・福祉に関する相談、子育てや地域生活に
関する相談・支援、見守り活動のほか、行政機関が
行う調査や実態把握などに協力しています。

主任児童委員とは

主任児童委員は、児童の福祉に関する行政機関と
児童委員との連絡調整を行うとともに、児童委員の
活動に対する援助や協力を行っています。

民生委員・児童委員の任期と定数

民生委員・児童委員などの任期は３年間で、定数
は民生委員・児童委員が 318 人、主任児童委員が
30 人ですが、現在、民生委員・児童委員が 10 人の
欠員状態となっています。
不在の地域では、気軽に相談できる人がいないな

ど、不便を感じることがあります。早急に欠員地区の
解消するため、適任者に関する情報がありましたら、
連絡ください。

５月12日は「民生委員・児童委員の日」です。
民生委員・ 児童委員は、地域住民の福祉や子育てなどの問題解決への手助けをしている身近な相談役です。
今回は、皆さんの周りで活動している民生委員・児童委員の活動内容を紹介します。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◎問い合わせ　福祉課　☎23‒2980

市で必要な
介護サービスの
総費用

生活保護を
受けている

老齢福祉
年金を
受けている

市民税を
納めている
（本人が市民
税課税者）

本人の前年の
年金収入額+
合計所得金額が
80 万円以下

〔 所得段階ごとの年間保険料と調整率 〕
平成 24年〜 26 年度（新）平成 21〜 23 年度（旧）

第１段階  32,000 円
（基準額 × 0.5）

第１段階  25,200 円
（基準額 × 0.5）

第２段階  32,000 円
（基準額 × 0.5）

第２段階  25,200 円
（基準額 × 0.5）

第３段階  48,000 円
（基準額 × 0.75）

第３段階  37,800 円
（基準額 × 0.75）

第４段階  56,000 円
（基準額 × 0.875）

第４段階  44,100 円
（基準額 × 0.875）

第５段階  64,000 円
（基準額 × 1.0）

第５段階  50,400 円
（基準額 × 1.0）

第６段階  80,000 円
（基準額 × 1.25）

第６段階  63,000 円
（基準額 × 1.25）

第７段階  96,000 円
（基準額 × 1.5）

第７段階  75,600 円
（基準額 × 1.5）

本人の前年の
年金収入額+
合計所得金額が
80 万円以下

前年の
合計所得金額が
190 万円以上

同じ世帯に
市民税を
納めている
人がいる

市内の 65 歳以上の
人の負担分（21％）

市内の 65 歳以上の
人の人数

基準額（年額）
64,000 円

はい

スタート
あなたの介護保険料は？

× ÷ ＝

はい

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ いいえ

いいえ

いいえ

はい

はい はい

はい

はい

※「前年の所得」には、不動産の売却などの一時的な所得も含まれます
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